
着眼

確立

実装

社会的評価

普及

5分・10mの津波が想定される
伊豆市土肥地区（土肥温泉）における
観光防災まちづくり計画の策定
●確実に前向きに動く地域社会の創出
●土地利用規制による工夫溢れた暮らし方の実現
●全国初，唯一の「津波災害特別警戒区域」指定（2018.3）

丁寧なリスクコミュニケーション

全国初の津波特別警戒区域（オレンジゾーン）
を指定する方向で検討中

防災至上主義からの脱却
新しい解釈を実計画にて社会提示

44全区＋組織（旅館組合等）で地区防災計画の策定へ

レジリエンス・アワード
グランプリ受賞（2018）

観光防災まちづくりをみんなで
考える会

地域ぐるみの総合的取り組み

伊豆市“海と共に生きる”観光防災まちづくり推進計画



伊豆市土肥住民の活躍

2018.11.5中日新聞（山本防災担当大臣と対談） 2018.11.5内閣府「津波の日」イベントに参画

伊豆市土肥支所
「津波災害特別警戒区域の愛称」
「レジリエンスアワードのトロフィー」

観光防災まちづくりをみんなで考える会：
レジリエンスアワード2018グランプリ

地域ぐるみの総合的取り組み



Tsunami hazardous area

「土地利用による減災」
リスクの高い地域➡撤退？

津波ハザードへの多様な対応

清水庁舎移転決定（2017）
津波浸水想定区域➡津波浸水想定区域へ



攻めの防災？



立地適正化計画（某市，パブリックコメント案，2019.12～1）

都市機能誘導区域案
（津波避難困難区域を外している）

居住機能誘導区域（案）
（津波避難困難区域を外している）

都市計画の力とは？



海抜ゼロメートル市街地に広がる広域高密市街地



「広域ゼロメートル市街地」

・広域にひろがるゼロメートル地帯に
・広域高密低層市街地がひろがる地域

洪水・高潮氾濫からの大規模・広域避難検討WG（2016-）

広域ゼロメートル市街地＋気候変動

社会が受け入れ可能なソリューションがない

江東5区協議会
2018.8.22



最大観測値: 4.5m

東京都河川部資料

近代化に伴う地盤沈下

Area exposed to design tidal sea level : 254.6km2

Area under high tide sea level   ： 124.3km2

Area under low tide sea level    :     31.5km2

地盤沈下を考慮しない市街化

社会的にソリューションがない状況

要因



三位一体の対策（対策の重層化）

堤防の強化治水対策

広域避難対策

浸水対応型市街地

守る

逃げる

受け流す

長期的視点にたって着実に実施．
ただし，限界あり

これからの対策



内閣府：洪水・高潮氾濫からの大規模・広域避難検
討WG（2016年～2017年度）

江東5区大規模水害対策協議会
（2015年度～）

啓発：
シンポジウム（2017年9月9日）
シンポジウム（2018年9月30日）

提言・マスコミ発表
（2018年8月22日）

治水対策

広域避難対策

浸水対応型市街地

守る

逃げる

受け流す

理屈上，全員避難可能
1日前：避難勧告

3日前：避難準備・高齢者等避難開始

国土交通省
水防災意識社会再構築ビジョン

三位一体の対策（対策の重層化） これからの対策



治水対策

広域避難対策

浸水対応型市街地．

守る

逃げる

受け流す 浸水しても大丈夫な市街地

①逃げられる ②生き延びられる ③容易に復旧できる

ソフト ハード
浸水に対応できる地域社会 浸水に対応できる都市空間づくり

三位一体の対策（対策の重層化） これからの対策

浸水対応型市街地構想（葛飾区＋東大生研）（2019）



葛飾区共同研究報告書（加藤孝明研究室，2011-2013）

浸水対応型市街地：浸水対応型市街地を形成する長期的戦略

直後の人命の安全を確保 最低限の被災生活水準の確保 「浸水対応型市街地」の形成

30年～

逃げる 生き延びる

容易に
復旧できる 安心して

住める

浸水対応型街づくり：ハード＝「浸対応市街地の形成」

浸水対応型拠点建築物高台避難空間の確保



浸水対応型市街地＝「水辺ルネッサンス」構想
（2013-2015，東京大学生産技術研究所加藤孝明研究室＋葛飾区）

葛飾区共同研究報告書（加藤孝明研究室，2011-2013）

浸水対応型街づくり：ハード＝「浸対応市街地の形成」

やれることは
たくさんある



東京大学生産技術研究所価値創造プロジェクトの一環として設計

浸水対応型市街地

浸水対応型拠点建築物のケーススタディ（2016～）



東京大学生産技術研究所価値創造プロジェクトの一環として設計

浸水対応型市街地

浸水対応型拠点建築物のケーススタディ（2016～）



町会長の中川榮久さん（８０）は「都心に近く、リスクはリスクとしてきちんと取り組めば東
京で一番いい街になる。１００年後、２００年後のことを考えたい」。

2017年1月8日朝日新聞



大規模水害への対応：浸水対応型市街地
Urban Vision for adaptation to flood risk increase according to climate change 
in Katsushika city of Tokyo

葛飾区マスタープラン表紙より

葛飾区中川の七曲り Rich riverside view in Katsushika city of Tokyo, which can become resources for urban design

浸水と親水



最後に：災害に強い街に向けて

「東京都市白書 CITY VIEW TOKYO」(平成29(2017)年3月)

水害リスクと賢く共生する親
水都市へ（加藤孝明）

江戸時代の利根川の東遷、1911年に始

まる荒川放水路の開削など、これまで高
い技術力をもって水害リスクを確実に制御
してきた。

そして今、気候変動という新たなフェーズ
に対応し、今後確実に高まる浸水リスクに
対して新たなチャレンジを始めつつある。
一見、広大な海抜ゼロメートル地帯に市街
地を抱える東京は浸水リスクが高い。しか
し一方で、そこには親水空間が広がる豊
かな生活文化が培われてきた。次の時代
に向けて、大都市東京の水辺空間を見直
し、河川と市街地との関係性を再考する必
要がある。川の恵みと脅威をバランスさせ
た水害リスクと賢く共生する新しい文化を
創出することが今後の方向性である。これ
は世界唯一の気候変動の適応モデルとな
るだろう。

浸水と親水



東京都都市計画審議会都市利用調査特別委員会：
「東京における土地利用に関する基本方針」（2019.2）

２．新たな土地利用の誘導
（２）地域区分等の特性に応じた土地利用の誘導



1960年代の葛飾区における著名な浸水対応型建築物

https://www.japlusu.com

昭和50年代の新庁舎は浸水への配慮無し



防災都市づくり含まれるべき要素
What are factors that Urban planning should include?

• ①災害危険度モニタリング機能

• ②マルチハザードへの対応

• ③防災都市づくりのフェールセーフとしての「復興準備」の導入

• ④アクションプランとして内発・自律発展型の防災まちづくりの組み込み

• ⑤防災「も」含めた総合性の導入

茅ヶ崎市地域危険度測定調査2008，同検証（2013） さいたま市防災都市づくり計画（2014）

• ① Natural Disaster vulnerability Monitoring System in Urban Planning

② Response to Multi-Hazard

• ③ Prepare in pre-disaster for post-disaster recovery as “ fail-safe “ of Disaster mitigation

• ④ Promote Neighborhood-based activities with self-expandability and spontaneousness for 

Disaster mitigation and response

• ⑤ Realize comprehensive planning including not only Disaster mitigation but also  other objectives



「事前復興」の意味＝「復興準備」と「減災の促進・上乗せ」

• 防災基本計画1998年の抜本的見直し

→ 「復興対策の充実」

• 事前復興とは（中林一樹 首都大学東京名誉教授による）

• ①被災後に進める復興対策の手順や進め方を事前に講じておく．

• 地域防災計画の復興対策への位置づけ

• ②復興における将来目標像を事前に検討し，共有しておく．

• 都市マス，長期総合計画に位置づけ

• ③被災後の復興事業の困難さを考えると，事前に復興まちづくりを実現し，災

害に強いまちにしておくことこそ，究極の事前復興計画である

• 脆弱な市街地での「防災市街地整備」として推進

復興の事前準備
（復興準備） 減災の促進・上乗せ

ソフト

ハード

事前復興の取り組みについて：事前復興とは



減災と復興準備
Relation between disaster mitigation and pre-disaster preparedness for 
post-disaster recovery
• 「防災都市づくり VS 復興準備」ではない．

• 復興準備の位置づけ

• ①備蓄物資と同じ当たり前の準備計画として必要

• ②時間のかかる「防災都市づくり」のフェールセーフ

減災（Mitigation)

準備計画（Preparedness）

応急対応（Response）

復旧・復興（Recovery）

復
興
準
備

①

近年の防災都市づくり計画には「復興準備」が位置づけられるようになった

Advanced case of urban plan for disaster mitigation includes pre-disaster preparedness for post-disaster recovery

Pre-disaster preparedness for post-disaster recovery is 

• Essential countermeasure as preparedness in the same meaning as preparedness of 

supplies for disaster,

• One of “ Fail-safe system” of disaster mitigation.

Nagoya city（2015） Saitama City （2015） Kawasaki City（2015）



復興の事前準備の手法（国土交通省）
・復興まちづくりイメージトレーニング手法
・市街地復興ガイドライン

• 2016年～：国土交通省都市局
「復興まちづくりイメージトレーニングの手引き」

• 2007年～：東京大学・埼玉県共同研究が起点
• 5自治体でモデル調査（2016）
• さいたま市，海老名市，春日井市，京都市，徳島県等多数

• 2017年：市街地復興ガイドライン（2018.723）

市街地復興ガイドライン
（国土交通省，2018.723）

復興の事前準備の方法



狙い球を絞って
確実に打つ

あらゆる球筋，球種に
備える

復興準備の２つの方法 東京都型

復興イメトレ型

円滑，かつ，速やかに！

適切に！

神戸型復興

事前復興の取り組みについて：復興準備の方法

どんな球が来るかを
想像して

マニュアル作成・習熟型

復興課題事前把握・政策検討型

未知未経験の復興



防災都市づくり含まれるべき要素
What are factors that Urban planning should include?

• ①災害危険度モニタリング機能

• ②マルチハザードへの対応

• ③防災都市づくりのフェールセーフとしての復興準備の導入

• ④アクションプランとして内発・自律発展型の防災まちづくりの組み込み（地域社会を強くする）

• ⑤防災「も」含めた総合性の導入

茅ヶ崎市地域危険度測定調査2008，同検証（2013） さいたま市防災都市づくり計画（2014）

• ① Natural Disaster vulnerability Monitoring System in Urban Planning

② Response to Multi-Hazard

• ③ Prepare in pre-disaster for post-disaster recovery as “ fail-safe “ of Disaster mitigation

• ④ Promote Neighborhood-based activities with self-expandability and spontaneousness for 

Disaster mitigation and response

• ⑤ Realize comprehensive planning including not only Disaster mitigation but also  other objectives

体質改善



リスクが本質的に内包する「不確実性」＋誤差の存在
⇔ 科学コミュニケーション

重要なポイント①／３： 地域防災の「基盤」＝災害リスクの理解

咀嚼し
再解釈する．

当面の受容リスク
を設定する

事前復興の取り組みについて：共助を膨らます（ソフト）

葛飾区新小岩北地区（2009.4）



重要なポイント②／３ ：自助・共助・公助のあるべき姿の概念

公助自助 共助

①起こりうる地域の被災状況に関する共有認識

②相互の責任，役割分担に
ついて事前に合意

現状の防災性について共有認識

⇒持続的な「自助」「共助」「公助」の実現

状況認識に基づき，自律
的に対策を推進

防災施策の適正化

内発性 自律発展

事前復興の取り組みについて：共助を膨らます（ソフト）



共助と公助が「協働」する意識を持つこと

• 地域側：「共助の限界を公助が担うべし」

• 先に地区防災計画の策定があり，地域で対応できない部分を行政に要求．

• 行政側：「公助の限界を共助が担うべし」

• 先に地域防災計画の策定があり，行政で対応できない部分を地域に課す．

• 公助＋共助の限界を両者で認識し，
どうするかを中長期的に考えることが重要

• 地域防災計画に地区防災計画を記載．

• 併せて課題（対応できない部分）を記載，あるいは，行間に記載

公助

共助

対応できない
部分

両面併存

行政と地域社会の
建設的な議論が不可欠

事前復興の取り組みについて：共助を膨らます（ソフト）

そのための場づくり，雰囲気づくりが必須



総合性 内発性 自律発展性

市民先行・行政後追い

防災【も】まちづくり （⇔反対語は防災【だけ】）

多様性多様性＋緩やかな連携

重要なポイント③／３

事前復興の取り組みについて：共助を膨らます（ソフト）

• 「総合性」：防災だけではなく，総合的地域課題を考える

• 「内発性」：自分たちでやるべき，やりたいと思う．

• 「自律発展性」：やりながら，内容が膨らんでいく．

• 「市民先行・行政後追い」：市民が先に進み，行政が後追い的に支援するアプ
ローチ

• 「多様性＋緩やかな連携」：活動主体・内容の多様性の確保と地域組織の緩や
かな連携が「総合性」「内発性」「自律発展性」を下支えする．



防災都市づくり含まれるべき要素
What are factors that Urban planning should include?

• ①災害危険度モニタリング機能

• ②マルチハザードへの対応

• ③防災都市づくりのフェールセーフとしての復興準備の導入

• ④アクションプランとして内発・自律発展型の防災まちづくりの組み込み

• ⑤防災「も」含めた総合性の導入．．．．防災だけではなく，他の地域課題とともに総合的に解く

茅ヶ崎市地域危険度測定調査2008，同検証（2013） さいたま市防災都市づくり計画（2014）

• ① Natural Disaster vulnerability Monitoring System in Urban Planning

② Response to Multi-Hazard

• ③ Prepare in pre-disaster for post-disaster recovery as “ fail-safe “ of Disaster mitigation

• ④ Promote Neighborhood-based activities with self-expandability and spontaneousness for 

Disaster mitigation and response

• ⑤ Realize comprehensive planning including not only Disaster mitigation but also  other objectives



徳島県美波町伊座利集落（100人の過疎集落．
「たかが100人されど100人」・「何にもないけど何かある」

2015年
住民自ら

事前復興アクショ
ンプラン策定

「生き方に誇りを持つ住民が留学生家族をお客さん扱いせず，
持続性のあるまちづくりを実践している．地域再生における
日本の最先端モデル」（加藤孝明）（読売新聞2015･7･6）

http://www.kasako.com/izaritop.html

国土交通省都市局
先進的まちづくりシティコンペ

受賞（2018）

「防災【も】まちづくり」

防災×集落の持続性の両立



着眼

確立

実装

社会的評価

普及

5分・10mの津波が想定される
伊豆市土肥地区（土肥温泉）における
観光防災まちづくり計画の策定
●確実に前向きに動く地域社会の創出
●土地利用規制による工夫溢れた暮らし方の実現
●全国初，唯一の「津波災害特別警戒区域」指定（2018.3）

丁寧なリスクコミュニケーション

全国初の津波特別警戒区域（オレンジゾーン）
を指定する方向で検討中

防災至上主義からの脱却
新しい解釈を実計画にて社会提示

76全区＋組織（旅館組合等）で地区防災計画の策定へ

レジリエンス・アワード
グランプリ受賞（2018）

観光防災まちづくりをみんなで
考える会

「防災【も】まちづくり」

伊豆市“海と共に生きる”観光防災まちづくり推進計画



基本的なスタンス：防災「も」含めた総合性の導入

総合性

防災「だけ」で，地域づくり，都市づくり，まちづくりが進んだ例はない（私が知る限り）

「防災【も】まちづくり」


